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たわら ひろみ

1930年 東京都に生る。

千葉大学園芸学部卒、厚

生省国立公園部、北海道

生活環境部をへて、現在、

専修大学北海道短期大学

教授。学術博士。

専門は造園学(公 園緑地

論、自然保護論など)

趣味は野山をのんびり歩

くこと。

「
知
床
森
林
生
態
系

保
護
地
域
設
定
委
員
会
」
の

審
議
経
過
と
そ
の
問
題
点

俵

浩
三

は

じ
め
に

"知
床
森
林
伐
採
問
題
"が
大
き
な
契
機
と
な
っ
て
、
林
野

庁
は
新
た
に

「森
林
生
態
系
保
護
地
域
」
な
ど
森
林
保
護
制

度
の
拡
充
強
化
に
一
歩
を
ふ
み
だ
し
た
。
そ
の
こ
と
は
す
で

に

「北
海
道
の
自
然
」

(
二
八
号

・
一
九
八
九
)
に
、

「林

業
と
自
然
保
護
検
討
委
員
会
報
告
に
つ
い
て
」

(山
縣
光

晶
)
、

「
国
民
と
の
協
同
こ
そ
問
題
解
決
の
道
-
林
野
庁
検

討
委
員
会
報
告
を
読
ん
で
」

(中
野
徹
三
)
、

「
こ
れ
か
ら

の
国
有
林
の
自
然
保
護
に
望
む
」

(俵

浩

三
)
と
し
て
報

告
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

「林
業
と
自
然
保
護

に
関
す
る
検
討

委
　塁

塾

E

の
答
申
は

「N
C
」

(六
六
号

・
一
九
八
九
)

に
全
文
が
掲
載
さ
れ
た
の
で
、
ご
承
知
の
こ
と
と
思
う
。

こ
の
答
申
で
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
候
補
地
と
し
て
具

体
的
に
名
の
あ
が
っ
た

「知
床
横
断
道
路
周
辺
以
東
の
半
島

部
」
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
営
林
局
が

「知
床
森
林
生
態
系

保
護
地
域
設
定
委
員
会
」
を
設
け
、

一
九
八
九
年
夏
か
ら

一

九
九
〇
年
春
に
か
け
て
保
護
地
域
の
区
域

・
内
容
の
検
討
が

す
す
め
ら
れ
た
。
私
も
設
定
委
員
の
一
員
と
し
て
、
そ
の

一

端
に
加
わ

っ
た
の
で
、
審
議
経
過
の
概
要
と
私
の
視
点
に
よ

る
問
題
点
を
報
告
し
た
い
。

設
定
委
員
会
の
発
足
と
自
然
保
護
団
体
の
代
表

一
九
八
九
年
七
月
、
北
海
道
営
林
局
で
は
知
床
森
林
生
態

系
保
護
地
域
設
定
委
員
会

(以
下
設
定
委
員
会
と
い
う
)
を

発
足
さ
せ
た
。
委
員
は
次
の
一
五
名
で
あ
る

(
ア
イ
ウ
エ
オ

順

・
肩
書
き
は
営
林
局
の
名
簿
に
よ
る
)
。

小
関

隆
棋

名
寄
女
子
短
期
大
学
長
、
北
海
道
自
然
環

境
保
全
審
議
会
長

田
口

豊

森
林
総
合
研
究
所
北
海
道
支
所
長

俵

浩
三

専
修
大
学
北
海
道
短
期
大
学
教
授
、
北
海

千
葉

茂

土
屋

文
男

中
野

正
彦

能
勢

誠
夫

浜
地

隼
雄

東

三
郎

宮
内

令
子

八
木

健
三

渡
辺

定
元

道
自
然
環
境
保
全
審
議
△萎

員

北
海
道
林
木
育
種
協
会
理
事
長
、
王
子
製

紙
(株
)林
木
育
種
研
究
所
長

(財
)日
本
野
鳥
の
会
札
幌
支
部
長
、
北
海

道
自
然
環
境
保
全
審
議
会
委
員

北
海
道
国
土
緑
化
推
進
委
員
会
理
事
長

北
海
道
木
材
協
会
副
会
長
、
(財
)北
海
道

森
林
技
術
セ
ソ
タ
ー
理
事
長

北
海
道
新
聞
社
論
説
委
員

北
海
道
大
学
名
誉
教
授
、
知
床
動
物
等
調

査
委
員
長

北
海
タ
イ
ム
ス
社
編
集
局
報
道
部
次
長

(社
)北
海
道
自
然
保
護
協
会
長

東
京
大
学
教
授
・
北
海
道
演
習
林
長

知
床
国
有
林
に
関
わ
る
地
域
委
員



午
来

昌

斜
里
町
長

佐
藤

盛
雄

羅
臼
町
長

梨
田

安
直

北
見
地
方
木
材
協
会
長

こ
の
委
員
の
選
定
は
林
野
庁
が
示
し
た
保
護
林
設
定
要
領

の
、

「委
員
会
は
、
林
学
、
生
態
学
、
遺
伝
学
等
に
つ
い
て

学
術
的
見
識
を
有
す
る
者
、
有
識
者
及
び
関
係
地
方
公
共
団

体
の
長
に
よ
り
構
成
す
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
有
識
者
の

選
定
に
当
た
っ
て
は
、
幅
広
い
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
」
と
い
う
方
針
に
基
づ
い
て
い
る
由
で
あ

る
。し
か
し
"知
床
森
林
伐
採
問
題
"
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
北
海
道
自
然
保
護
連
合
や
知
床
自
然
保
護
協
会
の
関
係
者

の
名
前
は
見
当
ら
な
い
。

「知
床
国
有
林
に
関
わ
る
地
域
委

員
」
に
地
元
の
木
材
関
係
者
が
入
っ
て
い
な
が
ら
、
な
ぜ
地

元
の
自
然
保
護
関
係
者
が
入
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
素
朴
な

疑
問
が
起
こ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
こ
で
両
自
然
保
護
団

体
の
意
向
を
受
け
た
当
協
会
長
の
八
木
委
員
は
、
七
月
五
日

に
北
海
道
営
林
局
長
あ
て

「知
床
森
林
生
態
系
保
護
地
域
設

定
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
の
要
望
書
」
を
提
出
し
、

「ご
承
知
の
よ
う
に
"知
床
森
林
伐
採
問
題
"
は
多
く
の
自
然

保
護
団
体
や
自
然
愛
好
家
の
熱
心
な
運
動
、
さ
ら
に
は
報
道

機
関
の
キ
ャ
ソ
ペ
ー
ソ
な
ど
が
相
ま
っ
て
、
幅
広
い
国
民
的

世
論
が
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
中
で
も
北
海
道
自
然
保
護
連

合
お
よ
び
知
床
自
然
保
護
協
会
の
運
動
は
大
き
な
影
響
を
与

え
た
も
の
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
と
く
に
知
床
地

域
の
具
体
的
な

「線
引
」
が
検
討
さ
れ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す

か
ら
、
こ
れ
ら
の
自
然
保
護
団
体
の
意
見
が
直
接
反
映
さ
れ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
」
と
委
員
追
加
を
要

望
し
、
ま
た
直
接
に
営
林
局

へ
陳
情
も
し
た
。

し
か
し
結
果
的
に
こ
の
要
望
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

自
然
保
護
団
体
関
係
者
が
委
員
構
成
案
を
知

っ
た
の
は
時
す

で
に
遅
く
、
役
所
が
い
っ
た
ん
決
め
た
案
は
容
易
に
変
更
で

き
な
い
と
い
う
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
青
森

・
秋
田
両
営
林
局
の

「白
神
山
地
森
林
生

態
系
保
護
地
域
」
の
設
定
委
員
会
で
は
自
然
保
護
団
体
の
要

望
が
尊
重
さ
れ
、
営
林
局
が
柔
軟
に
対
応
、
委
員
の
追
加
が

行
わ
れ
た
と
い
う
。
新
聞
は

「白
神
山
地
の
保
護
地
域
設
定

委

偏
り
入
選
で
や
り
直
し
」

(
八
月
八
日

・
河
北
新
報
)
、

「保
護
団
体
推
す
五
人
も

審
議
結
果
"青
秋
林
道
"を
左
右
」

(八
月
八
日

・
東
奥
日
報
)
と
報
じ
て
い
る
。
青
森

・
秋
田

両
営
林
局
の
場
合

に
く
ら
べ
北
海
道
営
林
局
の
人
選
は
、

「有
識
者
の
選
定
に
当
た

っ
て
は
、
幅
広
い
意
見
が
反
映
さ

れ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
」
と
い
う
保
護
林
設
定
要
領

に
照
ら
す
と
、
硬
直
だ

っ
た
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

第

一
次
案

に
賛
否

両
論

設
定
委
員
会
は
五
回
開
催
さ
れ
た
。
第

一
回
は
七
月

一
七

日
、
初
顔
合
わ
せ
な
の
で
保
護
林
設
定
の
趣
旨
や
経
過
が
説

明
さ
れ
、
保
護
林
に
つ
い
て
の

フ
リ
ー
ト
ー
キ
ソ
グ
が
な
さ
れ

た
。
な
お
設
定
委
員
会
座
長
に

小
関
委
員
、
座
長
代
理
に
東
委

員
が
選
ば
れ
た
。
第
二
回
は
八

月
二
三

・
二
四
の
両
日
、
知
床

の
現
地
調
査
が
行
わ
れ
た
。
第

三
回
は
十
月

一
一
日
、
知
床
森

林
生
態
系
保
護
地
域
の
北
海
道

営
林
局
第

一
次
案

(図

一
)
が

示
さ
れ
た
。
な
お
図
二
は
現
在

の
国
立
公
園
保
護
計
画
で
あ
る
。

ご
承
知
と
思
う
が

「森
林
生

態
系
保
護
地
域
」
の
考
え
方
は

M
A
B
計
画
に
準
拠
し
て
い
る
。

M
A
B
計
画

(
ユ
ネ
ス
コ
の
生

知床岬

知床岳
▲

日 コアエリア 備 地区)

國
パ ップアー ゾーン

(保全利用地区)

ル シ ャ

私 有林 「

物
圏
保
存
地
域
)
は
、
代
表
的
な
生
態
系
を
有
す
る
地
域
を

国
際
的
に
認
定
し
、
こ
れ
ら
の
地
域
を
保
護
し
、
研
究
の
対

象
と
し
、
ま
た
教
育

・
研
修
の
場
と
し
て
利
用
し
よ
う
と
す

る
地
域
で
、
コ
ア
ゾ
ー
ソ

(中
核
地
帯
)
と
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー

ソ

(緩
衝
地
帯
)
か
ら
な

っ
て
い
る
。

こ
の
考
え
方
に
準
拠
し
た
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
場
合
、

コ
ア
ゾ
ー
ン
は

「保
存
地
区
」
と
呼
ば
れ
、
原
則
と
し
て
入

手
を
加
え
ず
に
自
然
の
推
移
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
が
、

モ
ニ
タ

リ
ソ
グ

(環
境
の
長
期
的
変
化
の
継
続
的
観
察

・
記
録
)
な

ど
の
学
術
研
究
や
、
非
常
災
害
の
た
め
応
急
処
置
と
し
て
行

わ
れ
る
行
為
は
認
め
ら
れ
る
地
域
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て

バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ソ
は

「保
全
利
用
地
区
」
と
呼
ば
れ
、
原

則
と
し
て
保
存
地
区
と
同
質
の
森
林
と
し
、
木
材
生
産
を
目

的
と
す
る
森
林
施
業
は
行
わ
ず
、
森
林
の
教
育
的
利
用
、
大

規
模
な
開
発
行
為
を
伴
わ
な
い
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

活
用
は
で
き
る
地
域
で
あ
る
。

硫黄山

知床五湖

灘 ㍗2※

臼岳
▲

羅臼

班
脚

総

聯

叫

γ ・門=r・ ㎞
知床森林生態系保護地域・第1次 案図1
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図

一
と
図
二
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
知
床
横
断
道
路
以
東

は
現
在
の
国
立
公
園
の
特
別
保
護
地
区
よ
り
広
い
保
存
地
区

(
二
五
、
七
三
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
と
な

っ
て
い
る
。
保
護
林

設
定
要
領
で
は

「原
則
と
し
て
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
規
模
」

と
な

っ
て
い
る
の
で
、
も
う
少
し
狭
い
案
が
示
さ
れ
る
か
と

予
想
し
て
い
た
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
大
い
に
評
価
で
き

る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
横
断
道
路
以
西
は
ま
こ
と
に
狭
く
、

羅
臼
湖
周
辺
の
国
立
公
園
特
別
保
護
地
区
や
、
知
床
森
林
保

護
問
題
の
原
点
と
な

っ
た
三

一
八

・
三

一
九
林
班

(
一
九
八

七
年
に
"伐
採
"さ
れ
た
部
分
)
も
除
外
さ
れ
て
い
る
。
一一二

八
・
三

一
九
林
班
を
含
む
部
分
は

「保
全
利
用
地
区
に
外
接

す
る
森
林
」
と
し
て

「慎
重
な
取
り
扱
い
を
す
る
こ
と
」
と

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
第

一
次
案
に
対
し
て
は
設
定
委
員
の
間
か
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
が
だ
さ
れ
た
。
八
木
、
俵
の
意
見
は
後
か
ら
記

す
こ
と
と
し
て
、
他
の
委
員
の
意
見
の
主
な
点
だ
け
を
簡
単

1
臥餅

ノ

遠音別岳
＼

原生 自然環境保 全地域
Lノ ＼ ノ ーワ

ツ ・ド 〒r・ ㎞
図2知 床国立公園保護計画

に
紹
介
す
る
。

地
域
住
民
の
生
活
に
配
慮
し
、

と
く
に
羅
臼
側
は
大
幅
に
区
域

を
後
退
さ
せ
る
こ
と
。
横
断
道

路
以
西
の
扱
い
は
尾
根

(地
形

界
)
で
区
切
ら
れ
て
お
り
、
そ

れ
以
上
に
拡
大
す
る
必
要
は
な

い
。
横
断
浦
蕗
以
四
の
バ
ッ
フ
ァ
ー

を
も
う
少
し
拡
大
す
べ
き
で
あ

る
。
三

一
八

・
三

一
九
林
班
は

問
題
が
あ

っ
た
か
ら
入
れ
る
と

い
う
の
は
視
点
が
違
う
。
知
床

は
山
頂
か
ら
海
面
ま
で
連
続
し

た
生
態
系
が
重
要
な
の
で
、
と

く
に
斜
里
側
の
海
岸
部
の
保
護

を
さ
ら
に
強
化
す
る
必
要
が
あ

る
。
登
山
歩
道
の
扱
い
、
登
山
者
の
入
り
込
み
と
コ
ア
保
護

の
規
制
と
の
関
係
を
明
確
に
す
る
こ
と

(登
山
歩
道
は
バ
ッ

フ
ァ
ー
の
方
が
よ
い
)
。
登
山
の
禁
止
は
国
立
公
園
の
趣
旨

に
反
す
る
の
で
無
理
、

コ
ア
に
歩
道
が
あ

っ
て
も
や
む
を
得

な
い
。
バ
ッ
フ
ァ
!
の
森
林
は
従
来
ど
お
り
伐
採
、
植
栽
に

よ
っ
て
森
林
の
活
性
化
を
図

っ
て
ほ
し
い
。
森
林
は
人
手
を

加
え
な
け
れ
ば
衰
退
す
る
、

「森
林
生
態
系
保
護
地
域
」
が

設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
経
過
そ
の
も
の

(自
然
保
護
世

論
)
が
残
念
だ
。

「森
林
生
態
系
保
護
地
域
」
は
新
し
く
う

ち
だ
さ
れ
た
概
念
だ
か
ら
人
手
を
加
え
ぬ
こ
と
も
評
価
す
べ

き
だ
。
災
害
防
止
の
た
め
に
治
山

・
治
水
が
望
ま
れ
る
、

コ

ア
で
治
山

・
治
水
を
や
め
れ
ば
水
産
に
も
影
響
す
る
だ
ろ
う
。

遺
伝
子
保
存
と
厳
正
自
然
保
護
の
概
念
を
明
確
に
し
区
別
す

る
必
要
が
あ
る
。
知
床
の
生
態
系
保
護
は
陸
域
だ
け
で
な
く

水
域
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
有
林
だ
け
で
な
く

周
辺
民
有
地
の
保
護
も

一体
と
し
て
行
う
べ
き
で
あ
る
。
等
々
。

横

断
道
路

周
辺
以
西

の
攻
防

十
月

=

日
の
第
三
回
お
よ
び

一
二
月

一
五
日
の
第
四
回
設

定
委
員
会
で
は
、
こ
の
第

一
次
案
の
是
非
が
論
議
さ
れ
た
が
、

も

っ
と
も
白
熱
し
た
の
は
、
横
断
道
路
以
西
の
取
り
扱
い
で

あ

っ
た
。

そ
も
そ
も
林
野
庁
の

「林
業
と
自
然
保
護
に
関
す
る
検
討

委
員
会
」
か
ら
示
さ
れ
た

「知
床
横
断
道
路
周
辺
以
東
の
半

島
部
」
と
い
う
の
は
"
い
わ
く
つ
き
"の
表
現
で
あ
る
。
と
い

う
の
は
検
討
委
員
会
に
提
案
さ
れ
た
林
野
庁
の
当
初
の
原
案

に
は

「知
床
横
断
道
路
以
東
の
半
島
部
」
と
な
っ
て
い
た
が
、

そ
れ
で
は
"問
題
"と
な
っ
た
三

一
八
・
三
一
九
林
班
を
は
じ

め
羅
臼
湖
な
ど
は
入
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
う
の
で
、
自
然
保

護
サ
イ
ド
委
員
の
強
い
主
張
に
よ
っ
て
最
終
段
階
で
急
き
ょ

「周
辺
」
が
加
え
ら
れ
た
の
だ
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
自
然

保
護
関
係
者
は
横
断
道
路
以
西
も

「
周
辺
」
部
は
保
護
地
域

に
加
え
ら
れ
る
の
が
当
然
と
理
解
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
林

野
庁
サ
イ
ド
は
、
そ
う
い
う
論
議
は
あ
っ
た
が

「以
西
」
を

含
む
と
の
結
論
が
で
て

「
周
辺
」
の
表
現
と
な
っ
た
も
の
で

は
な
い
、
と
い
う
理
解
で
あ
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
営
林

局
の
第

一
次
案
は
図

一
の
よ
う
に

「
周
辺
」
の
範
囲
が
狭
く

な

っ
て
い
る
。

設
定
委
員
会
で
も

「
周
辺
」
の
扱
い
に
関
し
て
は
、
大
部

分
の
委
員
が
営
林
局
を
支
持
し
第

一
次
案
に
賛
成
し
た
。
積

極
的
に

「以
西
」
ま
で
主
張
し
た
の
は
、
八
木
、
俵
だ
け
で

あ

っ
た
。

"知
床
森
林
伐
採
問
題
"
に
関
係
し
た
自
然
保
護
団
体
代
表

と
し
て
は
唯

一
の
委
員
に
な

っ
た
八
木
会
長
は
、
第
三
回
と

第
四
回
設
定
委
員
会
の
間
に
北
海
道
自
然
保
護
協
会
の
理
事

会
に
は
か
り
、
ま
た
北
海
道
自
然
保
護
連
合
、
知
床
自
然
保

護
協
会
と
打
ち
合
せ
、
そ
れ
ら
の
意
見
を
反
映
し
、

「知
床

横
断
道
路
以
西
の
国
立
公
園
地
域

(羅
臼
湖
周
辺
湖
沼
群
、

三

一
八
・
三
一
九
林
班
等
)
と
遠
音
別
原
生
自
然
環
境
保
全
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地
域
及
び
そ
の
周
辺
を
含
め
る
こ
と
」
な
ど
八
項
目
を
文
書

に
し
て
意
見
表
明
し
た
。
ま
た
俵
も
、
羅
臼
湖
周
辺
、
遠
音

別
岳
周
辺

へ
の
区
域
拡
大
の
他
、
モ
ニ
タ
リ

ソ
グ
の
体
制
な

ど

=

項
目
の
意
見
を
文
書
に
し
て
設
定
委
員
会
に
提
出
し

た
。八
木
、
俵
が

「以
西
」
に
拡
大
し
よ
う
と
す
る
論
拠
は
お

よ
そ
次
の
通
り
で
あ
る
。
以
西
の
高
山
帯
の
原
始
的
自
然
環

境
は
以
東
に
遜
色
が
な
く
設
定
要
件
を
充
た
す
。
羅
臼
湖

へ

通
ず
る
歩
道
は
横
断
道
路
完
成
に
よ
っ
て
で
き
た
も
の
な
の

で
、
羅
臼
湖
は
横
断
道
路

「
周
辺
」
に
該
当
す
る
。
遠
音
別

岳
は

「原
生
保
護
」
で
登
山
利
用
を
考
慮
し
て
お
ら
ず
、
利

用
が
許
容
さ
れ
る
他
の
地
域
と
の
環
境
変
化
の
比
較
対
照
地

域
と
な
る
。
ま
た
止嚢
日別
岳
に
は
現
況
で
は
バ

ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー

ン
が
な
く
拡
大
す
る
こ
と
で
保
護
の
万
全
が
期
待
で
き
る
。

三

一
八

・
三
一
九
林
班
は
知
床
の
自
然
保
護
の
原
点
で
あ
る
。

国
立
公
園
区
域
と
森
林
生
態
系
保
護
地
域
を
ほ
ぼ

一
致
さ
せ

る
こ
と
に
よ

っ
て
知
床
国
立
公
園
は
I
U
C
N
の
国
立
公
園

理
念
を
具
現
化
で
き
る
。
保
護
林
設
定
要
領
で
は
他
の
法
令

に
よ
る
保
護
地
域
と
重
複
し
て
も

「積
極
的
に
保
護
林
設
定
」

を
行
う
べ
き
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
横
断
道
路
に
二
分
さ

れ
た
地
域
の
両
側
が
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
病
虫
害
、

風
害
な
ど
の
撹
乱
に
対
し
て
も
生
態
系
の
安
定
性
が
高
め
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
八
木
、
俵
の
主
張
に
対
し
て
、
営
林
局
の
第

一
次
案
を
支
持
し
た
意
見
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
と
ま
り
の
あ
る
尾
根
の
地
形
で
区
切
ら
れ
て
お
り
説
得
力

の
あ
る
区
域
で
あ
る
。
中
央
の
検
討
委
員
会

の
精
神
を
生
か

し
た
線
引
で
あ
る
。
知
床
の
森
林
と
し
て
優
れ
て
い
る
の
は

以
東
で
あ
る
。
国
立
公
園
区
域
と

一
致
さ
せ
る
の
は
環
境
庁

と
林
野
庁
が
や
る
べ
き
仕
事
で
あ
る
。
保
護

林
設
定
要
領
で

は
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
と
な
っ
て
い
る
の
に
知
床
は
二
万
五

千
も
あ
る
、
た
だ
広
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

等
々
。
結
局
こ
の
両
者
の
論
議
は
平
行
線
を
た
ど
り
、

見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

了
解
点
を

最
終
回

の
第

二
次
案

第
五
回
設
定
委
員
会
は
年
明
け
の
二
月
二
一
日
に
行
わ
れ

た
。
そ
れ
に
先
立
ち
八
木
会
長
は
、
北
海
道
自
然
保
護
協
会

理
事
会
お
よ
び
北
海
道
自
然
保
護
連
合
、
知
床
自
然
保
護
協

会
に
対
し
て
設
定
委
員
会
の
情
勢
を
報
告
し
、
新
た
な
対
応

を
検
討
し
た
。
結
局
、
設
定
委
員
会
を
支
配
す
る
全
般
的
な

空
気
か
ら
見
て
、
同
じ
主
張
を
く
り
返
す
の
は
得
策
で
は
な

い
の
で
、
前
の
主
張
か
ら
遠
音
別
岳

へ
の
区
域
拡
張
は
引

っ

込
め
る
こ
と
と
し
、

「以
西
の
国
立
公
園
区
域
と
森
林
生
態

系
保
護
地
域
を

一
致
さ
せ
、
羅
臼
湖
周
辺
を
コ
ア
、
三

一
八
・

三

一
九
林
班
を
バ
ッ
フ
ァ
ー
と
す
る
」
考
え
方
を
再
主
張
す

る
方
が
理
解
が
得
ら
れ
や
す
い
、
と
い
う
判
断
に
な
っ
た
。

ま
た
営
林
局
か
ら
第
二
次
案
が

提
案
さ
れ
、
そ
の
内
容
が
自
然

保
護
団
体
の
再
主
張
と
い
ち
じ

る
し
く
違
う
場
合
は
設
定
委
員

会
で
結
論
を
だ
さ
ず
、
第
二
次

案
を
も
ち
帰
り
、
さ
ら
に
検
討

す
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。

二
月
二
一
日
の
設
定
委
員
会

に
は
第

二
次
案
が
示
さ
れ
た

(図
三
)
。
第

一
次
案
と
基
本

的
に
は
大
き
な
変
更
は
な
い
が
、

羅
臼
側
の
コ
ア
が
少
し
狭
め
ら

れ
、
ま
た
治
山
事
業
の
予
定
さ

れ
る
部
分
な
ど
若
干
が
コ
ア
か

ら
バ
ッ
フ
ァ
ー
に
変
わ
り
、
反

対
に
斜
里
側
の
海
岸
線
部
分
の

B・→C

1床岱

保
護
が
強
化
さ
れ
コ
ア
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
面
積
は
コ

ア
が
二
五
、
八
二
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
バ
ッ
フ
ァ
ー
が
九
、
七

〇
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
合
計
三
五
、
五
二
七

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ

る
。横
断
道
路
以
東
は
前
回
ま
で
の
各
委
員
の
意
見
の
最
大
公

約
数
を
ま
と
め
た
よ
う
な
修
正
と
な

っ
て
お
り
、
評
価
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
問
題
は
横
断
道
路
以
西
の
扱
い
で

あ
る
。
こ
の
部
分
の
八
木
と
俵
の
主
張
は
第
二
次
案
に
反
映

さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
ま
ま
で
は
第

二
次
案
に
同
意
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
と
く
に
自
然
保
護
団
体
の
意
向
を
と
り
ま

と
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
立
場
の
八
木
委
員
は
、
案
を
も
ち

帰

っ
て
検
討
す
る
時
間
が
必
要
と
な
る
。
俵
が
委
員
に
な

っ

た

「肩
書
き
」
は
冒
頭
の
名
簿
の
通
り
で
あ
る
が
、
自
然
保

護
団
体
代
表
が
少
な
い
と
い
う
意
見
に
答
え
、
営
林
局
は
自

然
保
護
団
体
と
の
交
渉
の
途
上
、
俵
も
自
然
保
護
団
体
代
表

だ
と
説
明
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
俵

日 コアエリア(備 地区)

田耀 編 ポ 護

1:1惣鵡 黙 ノ
＼
C →B

④

硫黄山B→

C→B

羅臼

多7'c→B

羅臼

.

鴨

ウ ト ロ

/

.;、

318319林 班

(1987択 伐 地

遠音別岳
▲

/肝 。㎞
図3知 床森林生態系保護地域 ・第2次 案
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も
個
人
と
し
て
の
意
見
よ
り
、
自
然
保
護
団
体

の
意
向
を
優

先
し
な
け
れ
ば
な
い
立
場
と
な
る
。

し
た
が

っ
て
八
木
、
俵
は
第
五
回
設
定
委
員
会
の
席
上
で

は
即
答
で
き
な
い
の
で
、
検
討
時
間
を
お
い
て
第
六
回
設
定

委
員
会
を
開
く
べ
き
こ
と
を
要
望
し
た
。
俵
は
こ
の
よ
う
な

事
態
を
予
想
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
第

一
回
の
設
定

委
員
会
の
席
上
、
会
議
議
案
は
十
分
な
検
討
時
間
を
と
れ
る

よ
う
事
前
に
配
布
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
申
し
入
れ
、
営
林
局

も
そ
れ
を
了
承
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
議
案

(第
二

次
案
)
が
示
さ
れ
た
の
は
当
日
の
会
議
の
席
上
で
あ
る
。

会
議
は
営
林
局
の
議
案
説
明
の
あ
と
討
議

に
入
っ
た
が
、

横
断
道
路
以
東
に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
原
案
賛
成
が
多
く
、

以
西
に
つ
い
て
は
意
見
が
分
か
れ
た
。
そ
こ
で
主
と
し
て
以

西
の
調
整
の
た
め
に
、
第
六
回
設
定
委
員
会
が
必
要
か
、
第

五
回
を
最
終
会
と
す
る
か
の
論
議
に
な
っ
た
。
座
長
が
出
席

委
員
全
員
に
意
見
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
大
部
分
の
委
員
は
第

五
回
を
最
終
回
と
す
る
方
に
傾
い
た
。
論
議

は
す
で
に
十
分

に
尽
く
さ
れ
た
。
自
然
保
護
サ
イ
ド
か
ら
ど
ん
な
修
正
案
が

で
て
き
て
も
自
分
の
考
え
方
は
変
わ
ら
な
い
。
平
行
線
の
ま

ま
論
議
が
続
い
て
も
時
間
の
無
駄
だ
。
自
然
保
護
サ
イ
ド
が

あ
ま
り
頑
張
る
と
世
論
の
反
発
を
ま
ね
く
。
自
然
保
護
協
会

長
は
こ
こ
で
決
断
し
、
そ
れ
で
団
体
を
説
得
す

べ
き
で
あ
る
。

年
度
末
に
遠
隔
地
か
ら
設
定
委
員
会
に
出
席
す
る
の
は
大
変

だ
。
第
二
次
案
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
。
等
々
で
あ
る
。

第
六
回
設
定
委
員
会
を
要
望
す
る
八
木
、
俵
が
孤
立
し
た

感
じ
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
斜
里
町
長
と
羅
臼
町
長

の
発
言
は
印
象
的
で
あ
っ
た
。
斜
里
町
長
は

「
い
ろ
い
ろ
な

考
え
方
が
あ
る
が
、
小
異
を
す
て
て
大
同
に

つ
く
。
第
二
次

案
に
賛
成
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
羅
臼
町
長
は

「
こ

ん
な
に
保
護
が
厳
し
く
な
る
な
ら
、
事
前
に
町
民
に
説
明
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
時
間
が
ほ
し
い
。
で
き
れ
ば
第
二
次
案

に
賛
成
し
た
く
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
斜
里
町
長

は
、
か
つ
て
の
知
床
自
然
保
護
協
会
の
盟
主
の
面
影
が
う
す

れ
て
い
る
が
、
現
在
の
立
場
で
は
当
然
な
の
だ
ろ
う
。
斜
里

町
長
と
羅
臼
町
長
の
自
然
保
護
に
対
す
る
姿
勢
は
異
な
る
が
、

両
者
と
も
に
地
元
公
共
団
体
の
首
長
と
い
う
立
場
の
苦
悩
が

に
じ
み
で
て
い
る
発
言
だ
っ
た
。

結
局
、
第
五
回
設
定
委
員
会
が
最
終
回
と
な
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま

っ
た
の
で
、
八
木
、
俵
は
い
っ
た
ん
席
を
は
ず
し
て

相
談
し
、

「少
数
意
見
」
と
し
て
自
然
保
護
サ
イ
ド
の
意
見

を
答
申
文
に
明
記
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
第
二
次
案
が
多
数

決
で
採
決
さ
れ
る
方
針
に
同
意
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

「少
数
意
見
」
の
要
点
は
、

「①
知
床
横
断
道
路
以
西
の

部
分
を
拡
大
し
、
森
林
生
態
系
保
護
地
域
と
国
立
公
園
区
域

を

一
致
さ
せ
、
国
立
公
園
特
別
保
護
地
区
を
コ
ア
、
そ
れ
以

外
を
バ
ッ
フ
ァ
ー
と
す
る
こ
と

(拡
大
の
理
由

・
拡
大
に
よ

る
効
果
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
)
。
②
設

定
委
員
会
の
運
営
に
関
し
て
、
委
員
の
選
定

(自
然
保
護
団

体
代
表
の
加
入
が
不
十
分
)
、
会
議
の
運
営

(会
議
資
料
を

事
前
に
配
布
せ
ず
検
討
時
間
の
な
い
ま
ま
諾
否
を
求
め
る
)

等
に
は
、
反
省
す
べ
き
点
が
あ
り
、
ま
た
委
員
会
と
は
別
に

公
聴
会
等
を
通
じ
て
、
よ
り
広
く
道
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
、
今
後
は
改
善
さ
れ
る
よ
う
要
望

す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

審
議
は
十
分
な

さ
れ
た
か

知
床
森
林
生
態
系
保
護
地
域
設
定
委
員
会
の
審
議
は
以
上

の
よ
う
な
結
果
と
な
り
、
三
月

一
二
日
、
座
長
か
ら
北
海
道

営
林
局
長
に
答
申
さ
れ
た
。
答
申
と
同
時
に
営
林
局
か
ら
送

ら
れ
て
き
た
最
終
的
計
画
書
を
見
て
、

「し
ま

っ
た
、
後
の

祭
り
だ
」
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
第
五
回
設
定
委
員
会
で

は
、
当
日
に
資
料
が
配
布
さ
れ
た
た
め
全
文
に
目
を
通
す
余

裕
な
ど
な
く
、
気
が
つ
か
な
か
っ
た
重
要
事
項
で
あ
る
。

そ
れ
は
第

一
次
案
に
は

「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
山
火
事
警
防

等
の
巡
視
活
動
、
普
及
啓
蒙
活
動
等
に
つ
い
て
は
、
民
間
の

ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
実
施
で
き
る
も
の
と
す
る
」
と

あ
り
、
ま
た
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ソ
の

「各
種
利
用
施
設
を
設

置
す
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
市
町
村
及
び
民
間
団
体
に
よ

り
行
う
も
の
と
し
…
」
と
あ
っ
た
の
で
、
俵
は
第
三
回
設
定

委
員
会
後
の
文
書
に
よ
る
意
見
の
な
か
で
、
こ
れ
で
は
森
林

生
態
系
保
護
地
域
設
定
者
で
あ
る
国
が
何
を
す
る
の
か
が
分

か
ら
ず
、

「国
の
役
割
が
不
明
確
な
の
で
明
確
に
す
べ
き
で

あ
る
」
と
記
し
た
。
ま
た
そ
の
た
め
に
予
算
が
必
要
な
場
合

に
は
、

「森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
よ
う
な
、
公
益
的
機
能

を
有
す
る
国
有
林
の
管
理
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
国

有
林
野
事
業
特
別
会
計
の
枠
外
と
し
て
、

一
般
会
計
に
よ
っ

て
負
担
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
い
う
意
志
表
示
を
設

定
委
員
会
の
名
で
行
う
べ
き
こ
と
を
付
記
し
た
。

森
林
生
態
系
保
護
地
域
は
先
に
記
し
た
よ
う
に
M
A
B
計

画
に
準
拠
す
る
も
の
で
、
モ
ニ
タ
リ
ソ
グ
は
重
要
な
基
本
理

念
に
か
か
わ
る
部
分
で
あ
る
。
現
に
俵
以
外
の
委
員
か
ら
も
、

「
モ
ニ
タ
リ
ソ
グ
と
学
術
研
究
は
、
生
態
系
保
存
の
主
目
的

で
あ
り
、
な
る
べ
く
早
く
基
本
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
い
う
文
書
に
よ
る
意
見
も
で
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
最
終
計
画
書

(
つ
ま
り
第
二
次
案
)

で
は
、
モ
ニ
タ
リ
ソ
グ
、
啓
蒙
普
及
活
動
、
利
用
施
設
の
設

置
主
体
な
ど

一連
の
表
現
が
、
そ
っ
く
り
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
こ
と
に
関
し
て
は
設
定
委

員
会
で
営
林
局
か
ら
何
の
説
明
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
会
議

当
日
に
資
料
を
渡
さ
れ
、
当
日
の
論
議
は
も
っ
ぱ
ら
保
護
地

域
の
線
引
に
集
中
し
た
の
で
、
お
そ
ら
く
委
員
の
多
く
は
計

画
書
を
読
め
ず
、
こ
の
"欠
落
"
に
は
気
づ
か
な
か
っ
た
と
思

う
。
「生
態
系
保
存
の
主
目
的
」
と
設
定
委
員
の
な
か
か
ら
も

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
モ
ニ
タ
リ
ソ
グ
が
、

「民
間
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
実
施
で
き
る
も
の
と
す
る
」
で
は
、
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国
の
役
割
が
不
明
確
で
あ
る
と
い
う
意
見
に
対
し
て
、
何
の

説
明
も
さ
れ
ず
、
何
の
論
議
も
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
国
の
役

割
を
明
確
に
す
る
ど
こ
ろ
か
、
い
つ
の
間
に
か
消
え
失
せ
て

し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も

「論
議
は
す
で
に
十
分
に

尽
く
さ
れ
た
」

「第
二
次
案
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
」

「自
然
保

護
サ
イ
ド
が
あ
ま
り
頑
張
る
と
世
論
の
反
発
を
ま
ね
≦

等
々
、

第
五
回
設
定
委
員
会
で
の
発
言
は
変
わ
る
こ
と
な
く
生
き
続

け
る
の
だ
ろ
う
か
。

仏

つ
く

っ
て
魂

い
れ
ず

営
林
局
が
ど
の
よ
う
な
判
断
に
よ
っ
て
、

こ
れ
を
削
除
し

た
か
は
知
る
よ
し
も
な
い
。
し
か
し
営
林
局

の
担
当
者
が
す

き
好
ん
で
削
除
し
た
と
は
、
私
に
は
思
え
な
い
。
国
有
林
の

使
命
を
考
え
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
の
意
義
を
知
れ
ば
知
る

ほ
ど
、
削
除
す
る
こ
と
に
心
の
痛
み
を
感
じ
た
と
私
は
推
測

す
る
。
な
ぜ
な
ら
設
定
委
員
会
に
営
林
局
が
配
布
し
た
資
料

に
は
、
保
護
林
の

「活
用
」
に
つ
い
て
、

「
積
極
的
な
広
報

活
動
を
通
じ
、
国
民
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
学
術
研

究
「
教
育
、
文
化
活
動
の
場
と
し
て
積
極
的
な
活
用
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
る
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
短
い
文
章
の
中

に

「積
極
的
」
が
二
度
も
で
て
く
る
。
こ
れ
が
営
林
局
の
本

心
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
実
際
の
計
画
書
で
は
、

「消
極
的
」

を
通
り
越
し
て
"削
除
"
で
し
か
対
処
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

私
に
は
営
林
局
を
せ
め
る
気
持
ち
は
な
い
。
担
当
者
は
心

の
痛
み
を
感
じ
た
と
い
う
私
の
推
測
は
た
ぶ
ん
間
違

っ
て
い

な
い
だ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
心
の
痛
み
を
く
み

と
っ
て
、
よ
り
理
想
的
な
森
林
生
態
系
保
護
地
域
が
実
現
で

き
る
よ
う
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
こ
そ
、
知
床
森
林
生

態
系
保
護
地
域
設
定
委
員
会
の
使
命
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

具
体
的
に
い
え
ば
、
森
林
生
態
系
保
護
地
域

の
重
要
な
部
分

を
し
め
る

「積
極
的
な
広
報
活
動
を
通
じ
、
国
民
の
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
学
術
研
究
、
教
育
、
文
化
活
動
の
場
と

し
て
積
極
的
な
活
用
を
図
る
こ
と
」

(先
に
引
用
し
た
営
林

局
の
資
料
)
は
、
膨
大
な
赤
字
を
か
か
え

「経
営
改
善
計
画
」

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
現
在
の
国
有
林
の
実
状
で
は
実
施

で
き
な
い
の
で
、
そ
れ
を
実
施
で
き
る
よ
う
応
援
す
る
こ
と

で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
私
は
先
に
記
し
た
よ
う
に
、

「森
林
生
態
系

保
護
地
域
の
よ
う
な
、
公
益
的
機
能
を
有
す
る
国
有
林
の
管

理
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
国
有
林
野
特
別
会
計
の
枠

外
と
し
、

一
般
会
計
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
」
と
い
う
意
志
表
示
を
設
定
委
員
会
の
名
で
行
う
よ
う
提

案
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
論
議
は
で
き
ず
、
設
定
委

員
会
は

「論
議
は
す
で
に
十
分
に
尽
く
さ
れ
た
」

「第
二
次

案
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
」
等
々
の
大
勢
の
意
見
に
よ

っ
て
、
す

で
に
終
結
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
現
在
の
日
本
の
財
政
事
情
か
ら
み
て
、

一
般
会

計
負
担
が
簡
単
に
実
現
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
し
か

し
声
も
だ
さ
な
け
れ
ば
、
実
現

へ
の
入
り
口
に
さ
え
到
達
で

き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
ま
さ
に

「積
極
的

な
広
報
活
動
を
通
じ
、
国
民
の
理
解
を
深
め
る
」
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

「論
議
は
す
で
に
十
分
に
尽
く
さ
れ

た
」
と
私
は
思

っ
て
い
な
い
。
設
定
委
員
会
は
大
き
な
忘
れ

物
を
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
重
要
な
維
持
管
理
方
針
を
避
け
て
通

る
知
床
森
林
生
態
系
保
護
地
域
は

「仏
つ
く
っ
て
魂
入
れ
ず
」

の
印
象
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。
あ
え
て
辛
口
の
批
評
を
す
れ
ば

「知
床
伐
採
禁
止
地
域
」
は
で
き
た
け
れ
ど

「森
林
生
態
系

保
護
地
域
」
は
"流
産
"
し
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な

る
。し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
知
床
森
林
生
態
系
保
護
地
域

に
合
格
点
を
与
え
ら
れ
な
い
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
と
く
に

横
断
道
路
以
西
に
問
題
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
従
来
に
く
ら
べ

て
自
然
保
護
が

一
段
と
強
化
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
、
大
い

に
評
価

す

べ
き

こ
と

で
あ

る
。

今
後

の
問

題

設
定
委
員
会
の
答
申
後
、
営
林
局
で
は
本
年
四
月
に
知
床

森
林
生
態
系
保
護
地
域
を
設
定
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
そ
れ

に
先
立
ち
、
東
京

レ
ベ
ル
の
日
本
自
然
保
護
協
会
と
林
野
庁

の
間
の
話
合
い
に
よ
り
、
三
一
八

・
三

一
九
林
班
は
自
然
観

察
教
育
林
に
位
置
つ
げ
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
、
木
材
生
産
と

し
て
の
伐
採
は
行
わ
ぬ
こ
と
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
。

知
床
は
い
う
ま
で
も
な
く
国
立
公
園
で
あ
る
。
知
床
森
林

生
態
系
保
護
地
域
の
実
現
に
よ
り
、
知
床
国
立
公
園
の
実
態

的
な
自
然
保
護
は
格
段
に
強
化
さ
れ
た
。
し
か
し
森
林
生
態

系
保
護
地
域
は
法
律
に
基
づ
く
制
度
で
は
な
い
の
で
、
今
後

は
知
床
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
内
容
に
即
し
た
形
で
国
立

公
園
計
画
も
改
定
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
そ
れ
に
よ
り

知
床
国
立
公
園
は
、
日
本
で
唯

一
の
I
U
C
N
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
パ
ー
ク
理
念
を
ほ
ぼ
満
足
さ
せ
る
国
立
公
園
と
な
り
得
る

の
で
あ
る

(
I
U
C
N
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ク
に
つ
い
て
は

「北
海
道
の
自
然
」

(二
七
号
、

一
九
八
八
)
の
俵

浩
三

「世
界
と
日
本
の
国
立
公
園
;
北
海
道
に
こ
そ
本
当
の
国
立

公
園
を
」
参
照
)
。

い
ま
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ク
理
念
を

「
ほ
ぼ
満
足
さ
せ
る
」

と
い
っ
た
。
そ
の

一
つ
は
知
床
国
立
公
園
の
中
に
若
干
の
民

有
地
が
あ
り
、
そ
の
部
分
は
知
床
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に

含
ま
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
民
有
地
の

一
部
で
は

「知

床
百
平
方
米
運
動
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
残
る
大
口
の
ル
シ
ャ

私
有
林
を
公
有
化
す
る
な
ど
し
て
自
然
保
護
が
は
か
ら
れ
れ

ば
、

「完
全
に
満
足
さ
せ
る
」
と
い
う
表
現
に
限
り
な
く
近

づ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
た
知
床
の

「森
林
生
態
系
」
に
は
当
然
の
こ
と
と
し
て

湖
沼
、
河
川
、
海
が
関
係
し
て
く
る
。
そ
こ
で
の
魚

つ
り
や

漁
業
に
よ
る
魚
な
ど
の
捕
獲
は
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
、
ヒ
グ
マ
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を
は
じ
め
多
.く
の
野
生
動
物
に
も
影
響
を
与
え
る
。
こ
う
し

た
こ
と
も
関
係
者
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
解
決
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

知
床
森
林
生
態
系
保
護
地
域
は
白
神
山
地
な
ど
と
並
ん
で

日
本
に
お
け
る
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
第

一
号
で
あ
る
。

今
後
の
北
海
道
で
は
、
知
床
に
続
い
て
大
雪
山
、
旦
筒
山
脈
、

夕
張
岳
、
狩
場
山
な
ど
が
続
々
と
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に

指
定
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
○

そ
う
し
た
保
護
地
域
が
名
実
と
も
に
森
林
生
態
系
保
護
地

域
と
し
て
機
能
す
る
た
め
に
は
、
先
に
記
し
た

「森
林
生
態

系
保
護
地
域
の
よ
う
な
、
公
益
的
機
能
を
有
す
る
国
有
林
の

管
理

に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
国
有
林
野
特
別
会
計
の

枠
外
と
し

一
般
会
計
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
る
こ
と
」
が
ま
す

ま
す
強
く
望
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
ア
メ
リ
カ
の
国
有
林
が
森
林
計
画
を
樹
立
す
る
と

き
に
、
国
民
の
声
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
公
聴
会
開
催
を
新
聞

広
告
で
P
R
し
た
例
を
図
四
に
紹
介
す
る
。
ア
メ
リ
カ
の
制

度
を
そ
の
ま
ま
日
本
に
導
入
す
る
わ
げ
に
は
い
か
な
い
が
、

せ
め
て
森
林
生
態
系
保
護
地
域
な
ど
の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、

公
聴
会
、
説
明
会
な
ど
を
通
じ
て
、

「幅
広
い
意
見
が
反
映

さ
れ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
」

(林
野
庁
の
保
護
林
設

定
要
領
の
う
ち
設
定
委
員
会
の

「有
識
看
」
を
選
定
す
る
と

き
の
表
現
)
こ
と
を
、
具
現
化
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

(
一
九
九
〇
年
五
月
二
〇
日
)

(付

記
)

こ
の
原
稿
が
印
刷
に
回
る
直
前
の
七
月
二
日
の
北
海
道
新

聞
は
、
総
務
庁
が
国
有
林
の
赤
字
財
政
の
建
直
し
に
関
す
る

「行
政
監
察
結
果
」
と
し
て
、

「国
土
の
保
全
、
水
資
源
の

か
ん
養
な
ど
国
有
林
野
が
環
境
に
与
え
る

『
公
益
性
』
の
観

.点
か
ら
現
在
の
独
立
採
算
制
の
在
り
方
」
に
見
切
り
を
つ
け
、

「
一
般
会
計
か
ら
の
資
金
導
入
の
検
討
を
促
す
」
よ
う
農
林

水
産
省
に
勧
告
す
る
、
と
報
道
し
て
い
た
。

こ
れ
は
ご
く
当
然
の
判
断
で
あ
る
。
政
府
部
内
か
ら
で
さ

え
、
こ
う
し
た
動
き
が
で
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
よ
り

自
由
な
立
場
か
ら
発
言
で
き
る
学
識
経
験
者
か
ら
構
成
さ
れ

る
知
床
森
林
生
態
系
設
定
委
員
会
が
、

「森
林
生
態
系
保
護

地
域
の
よ
う
な
、
公
益
的
…機
能
を
有
す
る
国
有
林
の
管
理

に

要
す
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
国
有
林
野
特
別
会
計
の
枠
外
と

し

一
般
会
計
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と

い
う
立量
心表
示
を
行
う
機
会
を
逸
し
て
、
モ
ニ
タ
リ
ソ
グ
な

ど
を
国
有
林
自
体
で

「積
極
的
」
に
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ

く
り
に

一
歩
で
も
近
づ
け
る
努
力
を
怠

っ
た
こ
と
は
、
ま
こ

と
に
残
念
で
あ

っ
た
。
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図4ア メ リカ ・ワシ ソ トソ州 ・オ リソ ピ ック国有 林

の 「森 林 の 土地 お よび資 源 管 理 計 画」 策 定 に伴 う

国 民参 加 方式 を紹 介 す る記 事 と公聴 会 の新 聞 広告

(ジ ャーナ ル オ ブ フ ォ レス トリー,1987.11)


